
-95 -

大阪市立大学生活科学部紀要 ・第40巻 (1992)

〔総説〕日本の伝統染織における天然色素の応用

皆川基

Application of Natural Coloring Matters Used 
in Japanese Traditional Dyeing and Weaving 

MOTOI MINAGAWA 

1 .はじめに

天然色素は 3 自然界に存在する動植物色素と微生物に

よって生産される微生物色素などの生体色素のほか，鉱

物から得られる無機化合物も含まれている。

動物色素は天然色素の中では種類が少なく，コチニー

ル，ケルメス紫貝(地中海沿岸に産する巻貝 Murex

purpuraの分必物から得られる赤紫色のインド ール誘

導体色素)および烏賊の墨 (Sepia，黒色のメラニン色

素)などか色材として使用されていたに過ぎない。
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日本の伝統織物に使用されてきた天然色素は大部分か

植物色素であり，高等植物の根省長議，委益，託議
しやりんばい いぬくす

など)，樹幹(蘇芳，車輪梅，犬楠，ログウッドなど)， 
あい かりやす こふら

樹皮(楊梅，黄葉，福木，栗など)，葉〈藍，メIj安， 小鮒

草など)，花(紅花，サフランなど)，果実(楯子，矢車，
く るみ さくろ

胡桃，柘繍など〉に含まれる200種以上の色素が知られ

ている。

天然色素は化学構造上からインドール，カロチノイト¥

ゾケトン，カノレコン，ナフ トキノン，アントラキノン，

ベンソピラン，キサントン，フラボン，フラ ボノーノレ，

( 1 ) 

フラパノン，アントシアニン，その他なとに分類される。

また，色材として応用される天然色素は色素の染色特性

から直接染料塩基性染料建染染料媒染染料などの

性質をもっ色素として分類されている。 1 2 ) 

五倍子，椎，矢車，栗，柘槽，車輪梅，胡桃，薮契，

楊悔などの多くの植物の根茎，樹幹樹皮，葉，果皮な

どに含まれているピロカロールタンニンおよひカテコー

ルタンニンは植物の種類部位などによって化学構造

ならびに含有量か異なるか，タンニンは媒染，色止め P

濃色染め，色の深みなど染色に大きな係り合いをもって

いる 3)。

また，大島紬，結城紬，黄八丈，琉球紬，久留米緋，

宮古上布，紅型などの伝統染織ては通常の浸染，係染』

引染めのほか摺込み描染め， I生入，括染め，重ね染め

などの多彩な独特の染色技法か行われ，変化に富んだ染

色物が得られる特徴かある。天然色素は，一般に純度の

高い合成染料と異なり，きわめて複雑な組成を有するた

めに，染色物に無理のない自然な調和のとれた柔かい色

合いや，深みのある独特の美しさを与える特徴か認めら

れる。また，天然色素は一般に耐光性に問題かあると考

えられているか，実際にはタンニンの存在や反復染色に

よりその欠点が補われているものか多い。

また，植物から抽出した天然色素による染色では染色

物のかさ高性を増し 独特の風合いを与えるはかりでな

く，防しわ性F 防虫性なども同時に付与する特徴も認め

られる場合か多い 3)。

このように古くから日本の伝統染織に応用されてきた

天然色素は，いすれも和漢生薬としても用いられてきた

ことからみても 生体への安全性に充分な配慮かうかか

われる 4)。 しかし色材としての天然色素は大部分か植

物色素に依存しているため，自然保護の立場からみると
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今後ひきつづき植物資源にのみ依存できない状況にある。

色材としての特性のほか生体への安全性や環境保全な

どを考慮すると，従来からの天然色素の代替色素を見出

すことはかなり困難と思われるか微生物による色素の

生産や植物細胞の組織培養による色素の生産などの，バ

イオ技術に大きな可能性が残されている。

2 .インドール誘導体色素

インドール誘導体色素はインジゴおよび構造上これと

関係の深い色素の総称であり インジコ、の構造が決定さ

れてから間もなく合成されているが藍(植物色素)お

よひ貝紫(動物色素)などが歴史的に著名な天然色素と

して染色に用いられてきた。

藍はインドのベンガル マトラス地方か原産地といわ

れ，中国，エジプト，インドネシア，ジャワ，マレーシ

ア，フィリッピン，ブラジル，中央アメリカ，中部アフ

リカなどの広い地域にわたって野生し また栽培されて

きた。日本の藍は古く平安時代に中国から渡来したタデ
たであい

科の琴藍 CPersicariatinctoria)であり 今日では四

国の吉野川流域に栽培される阿波藍が大半を占めている

が，このほかキツネノマゴ科の琉球藍 CStrobilanthes 

flaccldifoli us，馬藍，唐藍3 山原藍ともよばれる)，マ

メ科の木藍 Clndigoferatinctoria，インド藍，藍誌と

もよばれる)， トウダイグサ科の山藍 CMercurialis
たいせい

leiocarpa) ， アブラナ科の大青 CIsa tisindigotica 
しょっらん たいらん

fortune，務藍，大藍ともよばれる)などの多くの種類

がある 3)5-11)。
すくも

また，染色に用いる藍は葉藍?藍玉，薬，泥藍，藍花，
せいだい らんでん あいろつ あいlまっ

青代，藍澱，藍蝋，藍棒など原料，加工方法，性状など

によって種々の名称でよばれている。

青色系色素が得られにくかった平安時代において，藍

は貴重な植物色素となり，その濃淡の色調による染めや，

蘇芳などの紅色系色素と併用した紫色染めや，黄葉また

は刈安の黄色系色素と併用した緑色染めなどに使用され
ひんろつし

た。また，藍による下染め(藍下)は横榔子などのタン

ニン黒染めによる絹地のぜい化を防ぐのと同時に深みの

ある上品な黒色を与えることが古くから知られている。

(glucose) 

OCOH110D 0 

室町時代以降になると 陰影の多い色彩か好まれるよう

になり，庶民は紺縞木綿F 紺緋から法被，東IJ子，手甲，

脚粋にまで藍染めを愛用した 3)5-1九

久留米緋(福岡県久留米地方で生産されている紺緋を

主体とした綿緋)備後緋(広島県福山 府中地方で生

産されている綿緋)伊予緋(愛媛県伊予地方で生産さ

れている綿緋)倉吉緋(鳥取県倉吉地方から島根県にか

けての広い範囲で生産されている綿緋) 作州緋(岡山

県津山地方で生産されている綿緋) 広瀬緋(島根県広

瀬地方で生産されている綿緋) 阿波織(徳島県阿波地

方で生産されている縞綿〉 琉球緋(沖縄県南風原地方

で生産されている綿緋)などの紺緋および紺縞織物や宮

古上布(沖縄県宮古島地方で生産される麻織物)，芭蕉

布(沖縄県喜如嘉地方で生産される芭蕉織物)などの紺

麻および芭蕉織物や大島紬(鹿児島県奄美大島地方およ

び鹿児島市内で生産される絹緋紬) 琉球緋紬(沖縄県

南風原地方で生産される絹緋紬) 結城紬(茨城県結城

地方で生産される絹緋紬)などの緋紬には藍染めが生か

されている 3)5-11)。

藍の色素は葉および茎中にインドキシル配糖体インジ

カン ClndicanC 14 HI7 06 N) のほかインジノレビン

Clndirubin) ，インジゴ・ブラウン Clndigo-brown) ， 

インジゴ・ク*ルテン Clndigo-gluten) などを含んで

いる。インジカンは加水分解により無色のインドキシル

Clndoxyl C 8 H 70 N)を生じ，重合・酸化によって水

に難溶な紺色のインジゴ ClndlgoC16HIOO 2 N 2) を生

成する 1-3)。

参藍，琉球藍および木藍などの 3種の天然藍からクロ

ロホルムで抽出した色素溶液の紫外部吸収スペクトルの

特性波長曲線についてみると F 図-1に示すように，い

ずれの藍においても合成インジゴ色素と同様に288nm

付近に極大吸収波長を示し 3 類似の波形が認められる 1九

参藍(薬藍)および琉球藍(泥藍)などによる藍染め

においては一般に藍の発酵菌 CBacillusalkaliphylus 

などの耐アルカリ性樗菌)を利用した伝統的な技法で発

酵建ての正藍染めが行われかげりの多い独特の美しい

深みのある色調と光沢が得られるが，藍がめ中の菌の生

ハ"，C"hydrolysisf)"'C" 02 
11 CH I 11 CH2

ー』

、人NH/ ~ノ'NH/

indican indoxyl indigo 
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し反復される独特の染色法によ って絹などでは特に繊

維表面に毛羽状のラウジネス欠点か多く発生する現象か

認められるので，この点については今後さらに検討する

余地か残されている。

また，紀元前1400__，1500年頃からフェニキア人によっ

て染色に用いられた古代紫 (Tyrianpurpleまたは

Tire purpleともよばれている)は地中海に産する巻貝

(sea snall)の一種Murexbrandarisが分泌する淡黄

色液であり，光と空気に触れると赤紫色の色素になるこ

とが知られている。古代紫の色素主成分は)6， 6/-ジフ

ロモインジコ、でインドール誘導体の動物色素として知ら

れているが，現在では合成品が主流で ごく 一部の特殊

な工芸染色を除いてはほとんど実用価値はない 2 3 )。

09 
08 
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図-1 天然、藍および合成インジゴ色素の紫外部

吸収スペクトルの特性波長曲線

育は環境によって大きく支配されるために不安定な還元

状態を示す場合が多い12・13)。

しかし，実際の染色においては発酵時の泡の立ち方や

泡の色合いなど長年の経験に基づく技術によって菌の生

育状態か管理され染色性の低下や染めむらなどに多く

の注意が向けられている。

インド藍による染色においては一般にハイドロサルファ

イトなどの還元剤を多量に使用して色素の溶解柱を高め

る化学建て染めか行われるので染色条件も比較的規定

しやすく，また萎藍，琉球藍に比し爽雑物が少ないため

にむら染めになりにくい特徴を有するが空気酸化によ

るロイコ体色素の安定性が低く，染着性か低くなる傾向

がある川。

カロチノイド系色素は動植物に広く分布している黄色

~燈赤色の色素であり 多数の連続した共役二重結合を

含む脂肪族または脂環式のポリエン色素として知られて

。
-;; H 

/C" /N，〆~-Br
Cご C 11 

'N/ "Cノ人〆
H 。

6， 6' -dibromoindgo 

3. カロチノイド系色素

また，藍の生葉染めは新鮮な生の葉をそのまま繊維に

摺りつける素朴な摺り染め法あるいは生葉の抽出液に浸

せきする染めか行われる。生葉染めは新鮮な生葉中に含

まれる可溶性のインジカンの酵素による加水分解からイ

ンジゴの生成に到る反応の過程を利用した染めで，技術

を要する藍建が不要となる。

このようにインドール誘導体の藍の色素による染色に

おいては一般に染着量が比較的低いために実際の染色

で濃紺色に染め上げるためには多くの反復染色が必要と

されている。また藍染めおいては糖分によるかなりの

増量が認められ，染色物にみられるしわになりにくい性

質ゃしなやかで着くずれしにくい性質などに関連を有す

るものと恩われる。しかし 濃色染めの場合には繰り返

染色においては古くからサフラン，楯子，べにのき，
はま弘す

浜茄子などから抽出されるカロチノイド系の植物色素か

使用されてきた。

サフランはアヤメ科の多年生草Crocussa ti vus L.の

柱頭部〈淡紫色の花のなかに30__，35mmの1本の赤褐色管

状の雌しべと 3本の雄しべとがあり その雌しべのみを

採取する，写真一1)を乾燥したもので，スペイン，フ

ランスなどの地中海沿岸からトルコ，インド，中国，日

本など広い地域にわたって栽培されているO 黄色は一般

に庶民の色として黄色染めには通常刈安など山野に群生

するイネ科の多年生草か使用されていたがそのほかサ

いる。

• . 
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サフランの雌しべ写真一1

no 
ハu
d

。
350 

クロシン(A)およびクロセチン (B)などの

サフラン色素の紫外部吸収スペクトルの特性波

長曲線

300 

長 (nm)波
200 

図-2
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フラン楯子責葉，穆金，椀，栴檀，藤，

染色に使用される黄色系色素の種類は多い。

ギ リシャ神話に登場するサフランはアラヒア語の黄色

が語源とされた歴史的にも著名な黄色系色素として高級

品の染色に使用されF 気品のある美しい色が称賛されて

合歓木なと、

きた 7.16) 

C 8) : 

442nm 
463nm 1.0 

度
0.5 

← 
b.D 
o 

'-../ 

吸

光

サフランの色素主成分は数少ない水溶性のカロチノイ

ト系配糖体色素のクロシン (crocin，dlgentloblOSe-

ester)であり ，アルカリによ って加水分解され，

セチン (croceiin)を生成する 1. 2)。

クロシン (A)およびクロセチン (B)などのサフラ

ン色素の紫外部ならびに可視部吸収スペクトルの特性波

長曲線についてみると，図-2，3のように ，

では255nm，328nm， 442nmおよび463nm付近に，

たクロセチンては230nm，277 nm， 328nm， 442nmお

クロ

クロシン

古
4
山

550 

クロ シン(A)およびクロセチ ン(B)などの

サフラ ン色素の可視部吸収スペク トルの特性波

長曲線

黄褐色染めに使用されてきた 1-3)。

t
I
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図-3

よび463nm付近にそれぞれ極大吸収波長を示し，加水分

解にともなう異なる波形か認められる 16)。

サフラン色素による羊毛染色においては染浴のpHか

羊毛ケラチンの等電点以下のpH3付近で高い染着を示

し アルミニウムによる後媒染ですぐれた色止め効果が

認められる 16-1ヘ
梶子(アカネ科の多年生常緑低木 Gardenia

j asminoldes Elhs)の果実中に含まれるク ロシンは紅

花との重ね染め(櫨色)，鉄媒染による淡緑黄色染め，

アルミニウム媒染による黄色染めなどに使用されてきた。

ジケトン系色素は 1分子内に2個のケトン基をもっ黄
λ こん

色系色素で、穆金に代表される。穆金はショウガ科の多年

生草Curcumalongaの根茎で，インド， 中国，

ジケトン系色素4. 
べにのき(ベニノキ科のBlxaore11ムnd)の種子.葉

などに含まれるカロチノイド系色素ビキシン (bixin)

マレー

などで栽培されている。

種多金の色素主成分はジケトン系色素クルクミン

(curcumln)であり， 284nmおよび347nm付近に極大

は， pH 6 ---7の染浴で，絹の黄色染めに使用されるほ

か バター，チーズの着色料として知られている 1-3)。

また，浜茄子(パラ科の落葉潅木Rosarugosa) 

果皮，根中にカテコ ールタンニンとともに含まれるカロ

チノイド系色素 γーカロチン (carotin) は秋田八丈の

の

(4) 
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黄葉は日本，中国の山地に自生する落葉喬木であり，

幹の外皮(淡黄褐色の厚いコルク質)，内皮にヘノレヘリ

ン(C 20 H 19 N 0 5 )のほか誘導体の palmatlneおよひ

J a teorr hlZineなとを少量含んている。

ベルベリン色素の紫外部ならひに可視部吸収スペクト

ルの特性波長曲線についてみると， 227 nm ， 263nm， 

275nm. 344nmおよひ422nm付近に極大吸収波長を示

す。

黄葉による絹の染色においては染浴のpHか 9付近で

最も高い染着量を示し，染色時の温度依存性はほとんと

認められないか染色温度を高めると色素の脱落か低下

する傾向かある
lの。

黄葉の樹皮による染色は飛鳥時代の染織の中にも多く

みられる古代からの代表的な黄染めて絹，羊毛，皮革の

染色に広く用いられ，また，タンニン媒染て綿の染色に

も用いられてきた。また，黄葉はすくれた防虫効果を有

。寸

〈 〆
O

~/'\ 

CW〉JJ¥j
CH30 OH喧

吸収波長を示し 天然色素としてはまれな直接染料に近

い性質を有している。欝金は絹(琉球緋紬など〉のほか

羊毛，綿などの黄色染めに使用され さらにアルミニウ

ム，クロムおよび鉄媒染によりそれぞれ樫黄色，褐色
3

黒褐色に色相か変化する 1，2ヘ
哲彦金による絹の染色においては染浴のpHか 4付近で

著しく高い染着量ならひに増量効果を示すことか認めら

れるl
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2-4 イソキノリン系色素

天然色素中唯一の塩基性染料の性質をもっイソキノリ

ン系色素ベルペリン (berberlne)は ミカン科の黄葉

(Phellodendron am urense R upr.) の樹皮のほかキ
むつれん

ンポウケ科の黄蓮 (CoptlSjaponlca Maklno)の根，

キンポウケ科のHydrastlscanadensls L.の根，メキ

科のベルペリー (Berberls vulgarls L.) の樹皮など

に含まれている 1.2. 19)。

i f 

OH 
/ 

ノ

curcumln berberine 

〆r
p ハ
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5.カルコン系色素
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ている 3 5 -8. 20)。

ており，現在下記の構造式が推定されている21)。紅色染

めの発色剤としては古くから鳥梅(月ヶ瀬， 三原地方で

つくられる落ち梅の爆製で熱湯により抽出するとすぐ

れた発色剤，媒染剤の酸液か得られる)か使用されてき

たか，現在では梅酢(未熟の青梅の実からつくられた酸

液)が使用される場合も多い 3.2紛0ω)

日本における紅色染めは 3世紀頃まで茜の色素が使

用されたが， 6世紀頃中国から染色法とともに伝えられ

た紅花か使用されるようになった。初期の紅色染めは，

紅花の花弁に多量に含まれる黄色色素を除去しないまま

懇のアルカリ性の灰汁液で紅色色素を抽出し，梅酢で紅

色に発色させたため色相が紅色より黄味をもった赤色す

なわち朱色に近くなるものと思われる。また，平安時代

から江戸時代では紅色染めの手法が進歩し，紅花から赤

色色素の分離法などがとり入れられている。

現在，山形県米沢地方で生産されている紅花紬の紅色

染めでは紅花餅の開発によって赤色色素抽出の効率か高

まり，また，染法もさらに進歩して紅花染め本来の柔か

い紅色の美しさが生み出されている。紅花紬は経糸に練

生糸，緯糸に練玉糸(または紬糸)を使用した平組織の

先染めの紬織物であり F 紅花のカルタミン紅色色素，サ

フラワ ーイエ ロー黄色色素および紅色-黄色混合色素に

よる濃淡色のほか薬藍による紺色や，胡桃の樹皮，栗の

果皮，梅の樹幹などによる淡茶色の組み合わせ染め，重

ね染めなどか行われ縞格子縞縞柄風ぼかしなどを

特徴としている 3.ヘ

するため正倉院宝物の経文の紙や子供の肌着の染色にも

使用されてきた 6.7)。

紅花による赤色染めは最も古い染色の一つで， 5000年

近い歴史をもっといわれている。ミイラの麻の着衣から

検出された色素や初期メソポタミアの色壷の中から発見

された種子などがその歴史的な背景を検証している。

紅花 Csafflower)はキク科の一年生草 Ccarthamus

tlnctorl us L.)であり エジプト 中近東がその原産

地といわれているが現在ではアメリカ 中国をはじめ

インド，エジプト，ペルシャ ，日本などの各地で栽培さ

れている。

色材の紅花としては山形県最上地方の紅花餅，すり花

および中国産紅花(散花または天竺紅ともよばれる)な

どの 3種かある。
すえつも

紅花餅は末摘花(染色用に咲きたてのものが適してい

るので，外側から中央部へ11頃に咲いてし、く紅花は毎日外

側のものから摘みとられる)から水溶性の黄色色素をで

きるだけ洗い出したのち 発酵させて丸餅状にした色材

で，紅色色素の含有量が高く，使用しやすい特徴を有し

すり花は，摘みとった紅花を機械的に 2回反復してす

りつぶしたのち 麻袋にいれて錘りをかけて黄水を除去

した色材であり，紅花餅と異なり発酵させないで乾燥し

ている。

また，中国産紅花は摘みとった紅花をそのまますぐ乾

燥させた色材であり 黄色色素が多く含まれている。

紅花の花弁には0.3---0.6%の紅色のカルコン系カルタ

ミン色素 CcathaminI 1) と20---30%の黄色のサフラ

ワーイエロ色素 Csafflower-yellow，n) とが含まれ

6.ナフトキノン系色素

。
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ナフトキノン系の天然色素は紫根のほか，指甲花の葉

中に含まれるlowson(Hennaともよばれ古くから毛

髪の色材として使用された〉 西洋胡桃の果皮中に含ま
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れるJuglonなどに限られている 1・2)。

紫根 (Llthospermumroot) はムラサ キ科の紫草

(Lithospermum officinale L. var erythrohizon 

Maxim， Lithospermum erythrohlzOn Sleb. et 

Zucc)の根の外皮で 中国 日本では山野に 自生する多

年生の貴重な植物として色材に使用されてきた。紫根は

野生のものを山根3 栽培のものを里根とよんでいるが，

現在では山根はきわめて少なく 大部分中国産の里根が

使用されている 3，22)幻)

紫根色素はナフトキノン誘導体 (ωnaphtωoqu山1孔lnone一

dωer礼ivatives)のシコ ニン (ωshi江ik王Ornm1九irnω1ο)か主成分(アセ

チル化合物とし含まれている)であるか色素の内容は

きわめて複雑でで、イソブチルシコニン 'β ，βf ージメチ

ノレアクリノレシコニン βーヒ ドロオキシイソノぐレリノレシ

コニンなどが検出されている 1，2)。

中国産紫根からメチルアルコール エチルアルコール

n-プロピルアルコ ーノレ，メチルセルソルブおよひ エ

チルセルソルブなどの水に可溶な溶剤jで抽出した色素検

体液はいずれも271nm， 493nm. 523nmおよひ、565nm

にそれぞれ極大吸収波長を示すことが認められるか，色

素抽出量は，溶剤の種類によ って異なり メチルセルソ

ルフ>エチルセルソルブ>エチルアルコ ール孟メチルア

ルコ ール>n-プロピルアルコールのJI慣に低下する傾向

か認められる。繊維に対する染色性ならひに堅ろう性な

どを考慮すると 紫根色素の抽出にはエチルセルソルブ

またはエチルアルコールか適当と考えられる2九
すみれ

紫根は赤味の多い華かな紫と青昧の多い落着いた董色

とに区別されているか 一般に紫色は高貴を象徴する色

として貴族や高僧などの最高位の服色に用いられ， 特に

日本では紫色か愛好され，優腕に して気品かあり， 神秘

的な色とされてきた。

古くからキリ シャの帝王の服やイキリス皇室の式服

(キングスパイオレットあるいは ロイヤノレパイオレッ卜

ともよばれる〉に用いられたチル紫(チル貝の色素)，
かづの

江戸紫，京紫，南部紫および鹿角紫(紫根色素)はいず

れも赤昧の少ない落着いた深味のあ る董色に近い紫色で

あるが，最近では赤昧の多い華やかな紫色か好まれてい

る。
わ みょっるい

紫根染めは 6世紀の中頃中国から伝えられ，倭名類

衆抄〈承平4年， 934年〉にすでに記載されているか，

いつ頃からはじめられたかの正確な記録はない。

南部紫根染めは，江戸時代から岩泉地方(岩手県〉で

南部紬に行われていたが，花輪地方(秋田県〉の鹿角紫

根染めと同様にすでに鎌倉時代からひきっかれていたと

も伝えられている 5，11)2九

紫根染めは， 現在手紬の絹糸を紫根で染めて手機で織

上げた先染めの南部紬(南部紫根染紬)と ，羽二重また

は紬織物などの白生地に絞り加工して紫根で染めた後染

めの南部紫根絞りに継承されている。このほか伝統技法

による紫根(山根)染めを継承している鹿角紫根絞りや

米沢市(山形県)の奥羽紫根紬や飯田地方(長野県)の

信州飯田紬などが生産されている 5，11)。

南部紬は真綿から手引きした紬糸(生糸を芯にして真

綿をからませた糸)または品質のよ い玉繭からの紬糸な

どの原料糸が生あるいは練り状態で使用されている。原

料糸はまず錦織木の灰汁に浸せきし 天日で干す操作を

数多く繰り返したのち，豆汁に浸せきするいわゆる下漬

け媒染工程をさらに 4回反復し， 一定期間室内に吊して

糸を枯らす煩蒸とよばれる工程を経て紫根染液で染色す

る。紫根染液はまず紫根を水に浸せきして石臼に入れて

木杵で、ついて細か く粉砕したのち，麻袋に入れ温湯また

o
u
Y
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は熱湯て色素を探み出す抽出法で調製される 5，11)。

紫根染液による糸染め(先染め)工程は錦織木の灰汁

で下債媒染した糸を紫根染液に浸せき(初回は熱液を用

い，約400Cになるまで放置するか次回からは600Cて30

分間処理する)したのち 室内で乾燥する操作がさらに

5回程度反復されるO 南部紬は上記染色糸を用い，高機

て縞柄，緋などに織り上けられる 5 11)。

南部紫根染絞りは羽二重または白山紬などの白生地

か原料として用いられ現代的な感覚を打ち出した絞り

加工をとり入れた製品として現在では盛岡市中心に生

産されている。布染め(後染め〉工程は まず布の糊抜

き，精錬，漂白などの準備工程からはじまり，糸染めの

場合と同様に錦織木の灰汁に浸せきし乾燥する下漬けの

媒染操作が15---20回反復されたのち 青花液で絞り柄か

形付けられ，鹿子絞り，縫絞り，巻上絞り，三浦絞りな

ど数多くの技法を駆使した絞り加工か行われる。絞り括

りされた布は下漬け媒染後爆蒸工程を経て紫根染液て

染色される。紫根染液の調整は糸染めの場合と同様であ

るか，中国産紫根を用いる場合には温湯または熱湯で色

素が抽出しにくいため エチルアルコールエチルセル

ソルフなど水に可溶な溶剤による色素抽出法をとり入れ

ている。紫根染液による布染めは染液への浸せきと室内

乾燥(内干し〉の操作か10---15回反復される。染色後の

布は絞り解し工程と仕上げ工程を経て製品化されてい

…叩』
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v
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H3C 0 OH 

〈lA γ∞(CHOH)4CH3

HGlv 〉V側

H∞と 60H

carminic acid 

kermesic acid 

日ooc 0 OH 

H 

OCH. 

HzCぬ

laccaic acid 

る7 22)。

雌虫 (kermes)体に含まれ古くから染色に用いられ

てきた 1 2 )。

ラッカイン酸 (laccaicacid) もケルメス酸と同様に

アントラキノン系の紅色色素カルミンの一成分で，イン

ト産の種々の樹木に寄生するCoccuslaccaの分泌物

(lac)に含まれ，古くから染色に用いられていたが，現

在ではコチニールが主として染色に用いられている 1， 2)。

紅色色素カルミン酸 は紫外部では277nmおよび312

nm付近に3 また可視部では469nm.491nmおよび524

nm付近にそれぞれ特異的な極大吸収波長を示すが，カ

ルミン酸を主成分とする コチニール色素による絹の染色

てはスズ，アルミニウム媒染で鮮やかな赤色に，クロム

媒染で紫色に，鉄媒染で灰色~青紫色に銅媒染で灰色

~紫色に，また，ランタンなどの希土類元素による媒染

で赤紫色にそれぞれ染め上げられる2刊の。

コチニール色素は桃山時代にポル トガル人やオラン

夕、人によって輸入され，豊臣秀吉らか愛用した狸々緋の

陣羽織の染色に使用され，また江戸時代末期には梶子果

実で黄色に下染めした上に重ね染めされ赤黄色から紅

色，緋色などに染め上げる赤色色素として使用されてい

fこ。

コチニール色素は現在ではホ ームスパンなどの高級な

羊毛染色や綾の手紬 (宮崎県綾町)などの古典琉球紬の

絹染色に使用されている23-2め。

このように南部紬ならひに南部紫根染絞りは錦織木の

灰汁媒染によって美しく発色し 強固に繊維に固着する

紫根色素特有の染色か特徴となるか このほか南部紬で

は調和のとれた美しい色彩の縞柄と野趣に富んだ重厚な

風合いか，また，南部紫根染絞りでは数多くの技法を駆

使した絞り加工などか特徴としてあげられる。

7 .アントラキノン系色素

アントラキノン系の天然色素はコチニール，茜などに

代表される赤色系色素であり， 一般に竪ろう性か高く，

媒染染料の性質を有している。

コチニールの色素は，メキシコ， 中央アメリカ，南ア

メリカなどに産するサボテン科の植物 (Opuntia

coccinelhfera Mlller) に寄生するカイガラ ムシ科の

エンシムシ (Dactylopius cacti)の雌虫 (cochlneal)

体に含まれるアントラキノン系の紅色色素であり，カル

ミン酸 (carmicacid)を主成分としている 1・2)。

またケルメス酸 (kermesticacid) は アントラキ

ノン系の紅色色素カルミンの一成分で，イタリ ー，スペ

インなどのブナ科のカシ類に寄生するCoccusiliclSの

(8) 
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一方，アントラキノン系のアリザリン (alizarin) を

主成分とする西洋茜(六葉茜)色素は，フランス，オラ

ンダイタリー 北 アメリカなどに自生あるいは栽培す

るアカネ科のRu bla tinctorum L.の根に配糖体ルベ

リトリン酸 (ruberythric acid)として含まれ 3 アル

ミニウム媒染で赤色(トルコ赤) スズ媒染で燈色，ク

ロム媒染で青赤色，また鉄媒染で暗紫色などに染色され

茜染めは日本では最も古く， 2~3世紀頃からとり入

れられ，飛鳥時代から奈良時代にかけて盛んに行われた。

正倉院宝物の中に残されている古代の日本茜による染
かすの

めはわずかに鹿角茜染め(秋田県花輪地方)に残されて

いるに過ぎなし、。

鹿角茜染めは錦織木の灰汁による下染めを反復〈絹て

は130回位，また綿では50回位)したのち，茜の染液

(日本茜の肥根を臼てっき砕き，湯を加えて絞り出した

液)て繰り返し重ね染めをする絞り染め，板締め染めお

よひ無地染めか行われている O

このほか南部茜染めの流れを くむ茜絞り 染め(岩手県

盛岡市〉や遠州茜染めの名残りとして長野県飯田地方で

も茜染めか行われている 5 6 7 9 11)。

日本茜および中国茜による染めてはアルミニウムを含

む錦織木，椿，怜，サワフタキなとの灰汁を用いた媒染

で，緋色に染め上げる絹染めか行われてき たか，西洋茜

による染めでは明はんを用いたアル ミニウム媒染て，赤

緋色に染め上げる綿染めおよひ羊毛染めか中心になって

a 

h
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1
 
1
 
1
 

• る1• 2 8.26、。

d
 

1
 

• またアリサ リンのほかアン トラキノン系のプルプ リン

(purpurin)およびムンシスチン (munj istln)を多く

含む日本茜(四葉茜〉およひイン ド茜色素は日本，中国，

インドなどのアシア地域に自生あるいは栽培するアカネ

科のRubiacordifoha L.. Rubia slkkimenSlS Kurz， 

Rubla munjlsta Roxbの根に配糖体として含まれてい
あIt 0 いろ

るため気味を帯ひ多少濁った赤樫色(緋緋色)に染め

1乙

(1~ 

し

上げられる l
2 26) 。

可

t 

。OH 。OH 
11 

4‘ 血

¥ーOH
11 

11 日

f " 。OH 
11 。

• •• •• ， purpurln munjistin 。l

いる。

また，イント茜およひタ イ茜による染めては明はんと

灰汁を併用する媒染で綿染めおよび羊毛染めか行われ

てきたか，ジャワ茜による染めではシラックという木の

皮の抽出液による独特の媒染て，綿染めか行われてい

る5. 6. 26) 

(9) 
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8. ベンゾピラン系色素

ベンゾピラン系のフラジレイン Cbrazilein) を主成
すおっ

分とする蘇芳色素はインド マレ-3 ブラシル，ギアナ

南アメリカなどに自生あるいは栽培するマメ科の低木

Caeslpinla crlsta L.) Caesalpinia braziliensls L. 

など、の心材にフラジリン Cbrazllin)として含まれ，灰

汁および明ばん媒染で赤色に，また，鉄媒染で紫色など

にそれぞれ染色される 12 17ヘ

02 
.当

brazilin 

¥ 
OH 

brazilein 

蘇芳染めは飛鳥時代天平時代頃からとり入れられ

灰汁媒染による赤色染めか一般に行われたが 3 他の色素

との重ね染めで種々の色相が得られる特徴がある比比ヘ

一方，ベンゾピラン系のヘマテイン Chaematein)

を主成分とするログウッド色素はメキシコ，西インド諸

島などに自生あるいは栽培するマメ科の常緑喬木Haem-

atoxylon campechianum L.の材にヘマトキシリン

Chaematoxy lin)として含まれ，アルミニウム媒染で

紫黒色，鉄媒染で青黒色また，スズ媒染で赤紫色など

にそれぞれ染色される 1. 2. 5)。

OH OH 
/0， 

O2 
HO-̂〆O、

V¥/ミOH 〉
、.， 、."

haematoxylin haematein 

9 .フラボン系色素

フラボン系色素は，黄色系色素でフラボノール系色素

とともに植物に広く分布し，配糖体として細胞液中に存

在している。

C 10) 

フラボン系のルテオリン Cluteolin)を主成分とする
かりやす こ ふ仏くさ

刈安色素および小鮒草色素は 日本の山地に自生するイ

ネ科の多年生植物Miscanthustinctorius Hackおよび

Arthraxon hisPldus Makinoなどの茎，葉に配糖体と

して含まれ，古代から黄色染めに広く用いられてき

た1.2. 28)。

OH 

luteolin 

刈安および、小鮒草色素は灰汁またはアルミニウム媒染

で黄色~深黄色に，銅媒染で黄茶色に，また鉄媒染で茶

味~黒味の青緑色などにそれぞれ染色される。

黄八丈(伊豆諸島の八丈島で織られている絹織物)は

小鮒草色素の灰汁(椿・榊混合)媒染で黄色染めした糸

を主にして鳶色染め(大楠の灰汁媒染)と黒色染め(椎

の樹皮による下染めと泥染め)した糸で縞または格子縞

に織り上げられている 35 -7 28)。

また，フラボン系のフクゲチン Cfukugetin) を主成

分とする福木色素は沖縄地方の島に自生するオトギリソ

ウ科Garciniaspicata Hook.の常緑高木の心材，樹皮

中に多く含まれ，古くから琉球紬の黄色染めに用いられ

てきた 12 18 24 29)。

fukugetin 

福木色素はアルカリ媒染で、赤味の黄色に，すず媒染で

黄色に F 銅媒染で黄緑色に また鉄媒染で黒味の青緑色

にそれぞれ染色される。

10. フラポノール系色素

フラボノール系のミリセチン Cmyricetin)を主成分

とする楊梅色素は本州中部以南の温暖な地方の山地に自

生するヤマモモ科Muricarubia Sieb et Zuccの常緑高

木の樹皮に配糖体ミリシトリン Cmyricitrin) として
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含まれ，蘇芳，梅などの他の色素と重ね染め して茶色系

の染色に用いられてきた I2 18 24 2九

楊梅色素は，アルカリ，アルミニウムまたはすず媒染

で黄色~黄茶色に，銅媒染で金色~金茶色に，鉄 ・銅併

用媒染で茶味の青緑色~黒味の青緑色に，また，ア ルカ

リ・鉄併用媒染で濃茶色にそれぞれ染色される。
えんしゅ

また，椀(マメ科Styphnolobium japonicumの落
たまねぎ

葉高木の花奮)色素に含まれるルチン Crutin) ゃ玉葱

(ユリ科Alliumcapa L.の外皮)色素に含まれるクエ

ルセチン Cquercetin)はフラボノ ール系の黄色系色素

で，楊梅のミリセチンと同様に F 古くから染色に応用さ

れている。機色素および玉葱色素はともにアルミニウム

媒染では黄色に すず媒染では赤味の黄色に，銅媒染で

は金茶色に，また，鉄媒染では茶味の青緑色~黒緑色に

それぞれ染色される 1 2 5 1)。

高木Rhussuccedanea L.などの心材に含まれ，古 くか

ら美しい秋の紅葉を染める色素として染色に応用されて

きた1.2.7)0

OH 

-c 
0-0H 

O 

fustin 

F 11.フラバノン系色素

櫨色素は銅媒染で黄茶色に アル ミニウムまたはすず

媒染で黄色に鉄媒染で紫昧の灰黒色に 3 また，重ね染

めで黒色にそれぞれ染色される 5.6)。... 

，
，
，
.
H
H
 

B
Il
f

J

t

l
 

12. フラバノノール系色素

13.タンニン(ポリオキシフェノール化合物)

タンニンは，樹皮，心材，葉，根および果実など植物

の各部位に広く分布するポリオキシフェノ ール系の一群

の化合物であり 伝統染織では媒染剤として用いられる

よりもむしろ媒染染料の性質をもっ天然色素として古 く

から染色に利用されてきた 3)。

タンニンは，植物の種類およひ部位によって，その性

質や含有量などに著 しい差異があり 通常600"-'3000の

分子量をもっ複雑な構造を示すか カリウム融解によ っ

てピロガロ ールを生ずるピロ力、ロールタンニンとカテコー

ルを生ず、るカテコ ールタンニンとに大別される。また，

J 

フラパノン系のサク ラネチ ン Csakuranin) を主成

分とする大島桜色素は本州中南部，四国， 九州，沖縄

などに自生する イバラ科の落葉高木Prunus speciosa 

などの樹皮，心材に配糖体のサクラ ニ ン CSakuranin)

としてタンニンとともに含まれ，アルカリまたは銅媒染

で赤茶色に，アル ミニウム媒染では赤味の黄茶色に，ま

た，鉄媒染では赤昧の灰色にそれぞれ染色される 1・2・28)。

T 

... • 、.‘

f 

フラパノノ ール系のフス チン Cfustin)を主成分とす

よ温色素は関東以西の暖地に自生するハゼノキ科の落葉

OH  

Ho-330H  

OH6c。H O 
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し'1I 2 30) 。

るカロタンニンであり 五倍子タンニンと同様に古代か

ら使用されてきた。

樫 (Quercusocuta)は，本州、|中南部， 四国，九州、I， 

沖縄地方の山野に自生しているブナ科の常緑高木であり，

樹皮中には多量のピロガロ ールタンニン (266nm付近

に極大吸収波長を示す)を含むため古 くから染色に用い

られてきた 7 3ω3め)

椎 (σPasani山op戸S1凶s8臼ieぬbo叫ld出1Kuユdoω〉は，本州中南部

の暖地に自生しているフナ科の常緑高木であり，樹皮中

には多量のピロガロ 一ル夕ンニン (270nmイ付寸近に極大

吸収波長を示す)を含むため古くから八丈絹の黒色染め

(泥染めの下染め)や漁網の染色に用いられてき

た紙弘 3紛3ω)

矢車 (Alnusfirma 8臼ieめbe抗tZucc) は，矢車附子 3

夜叉附子?夜叉五倍子ともいわれ，本州中南部，九州な

どに自生するカハノキ科の落葉高木の果球で，ヒ。ロカ、ロー

ルタンニン (275nm付近に極大吸収波長を示す〉を多

く含み，通常黒色染めに用いられる。矢車タンニンは鉄

媒染で黒茶色から黒色に，アルカリ媒染で黄茶色に?ま

たアルカリ ー鉄媒染で濃茶色にそれぞれ染め上げられ

ハh
v

ハU
噌

E
i

生 活 環 境 学

タンニンは，希酸と加熱すると加水分解され，通常グル

コースなどの糖と没食子酸，エラク酸などのフェノ ール・

カルホン酸を生ずる加水分解性タンニンと，カテキン，

ロイコアントシアンなどの数分子か重合して水に不溶の

褐色沈でんフロパフェンを生成する縮合型タンニンとに

分類される。加水分解性タンニンの多くは，没食子酸残

基をもつためどロガロールタンニンに属するものか多

ピロカールタンニンは五倍子没食子F 樫，椎，柏，
くぬき ざくろ げん しょっこ

矢車，栗，機，柘摺，験の証拠，スマック (sumach)， 

ミロハラン (myrobalan) ，コー ヒーなどに含まれ，ま

た，カテコ ールタンニンは紅露(そめものいも)，車輪
く る み たんから

梅，梅，浜茄子，胡桃，山つつじ，犬楠，丹殻(蛭木)，
もつこく よそこ しきみさる ζ りいはり ひんろっしゅ

木糊，冬青3 格，抜契F 横榔樹，ガン ピア (gamb1r)

などに含まれている。

五倍子タンニン (275nm付近に極大吸収波長をもっ〉

はヌルテノミミフシアブラムシMelaph1sch1nenS1S 

Bell (アブラムシ科〉の刺傷による刺激でウルシ科

Rhus javanica L.の葉に生じた虫こぶ五倍子に含まれ

る配糖体のカ、ロタンニンであり ペンタガロイグルコ ー

ス(1 )の中核に 3 ~ 5 個のガ、ロイル基 ( II ) がテプシ

ト結合し，このうち少なくとも l個所はメタカロイル基

(m)か(1 )のガロイル基に結合している構造か推定

されている 3.7. 30)。

五倍子タンニン染めは増量の目的を兼ねた鉄黒染めと

しても古くから行われてきたが博多および西陣織物な

どに代表されるように優雅な絹鳴り 独特の風合い， 美

しい光沢などを同時に付与する特徴かある。

没食子タンニンは， Quercus infectoria 011 v1er (ブ

ナ科)の若枝にインクフシパチ Cynipstinctoria 

Oliver (フシバチ科)が寄生してできる虫こぶに含まれ

る3. 7)。

柘摺 (Granaticortex)は本州各地に自生してい

るザクロ科Punlcagranatum L.の小喬木であり，樹

皮および果皮中にはピロガロールタンニン(エラグ酸配

糖体， 255nm， 368nm付近に極大吸収波長を示す)を

多く含み 3 古くから染色に用いられてきた。柘楢タンニ

ンは，アルミ ニウムまたはスズ媒染で黄色に，アルカリ

媒染で黄茶色に銅またはクロム媒染で金茶色に染める

が，主として鉄-アルカリ 媒染の併用で焦茶色に染め上

げられる 3，7)。

紅露は，染め物芋，クールなどともよはれ 3 八重山群

COOH 

〆
HO-V-OH 

OH 

o 
/L-0¥ 切

HO-C 〉ーマ二、-OH。H ¥0ー /。
gallic acid ellagic acid 

catechin leucoan thocy anidin 

( 12) 
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紅露タンニンは通常石灰分で赤茶色に染め上げられ

るがアルカリ アルミニウム スズ，クロム， ~.同など

の媒染で茶色~赤茶色に，また，鉄媒染では紫昧のある

灰色にそれぞれ染めている。紅露，木藍，福木などで染

めたミンサf 織の南国的な色彩は沖縄の色を象徴し，ま

た，大柄のはっきりした緋はいかにも八重山地方の開放

的な明るさと素朴さとを表現している14 判。

車輪悔は，本州，四国 3 九州、l，沖縄地方に自生あるい

は栽培しているイバラ科 Raphiolepisumbellata， 

Makinoの常緑瀧木てあり 奄美大島，沖縄地方では古

くからテーチ木とよばれその樹皮ならひに幹中にはカ

テコールタンニン (280nm付近に極大吸収波長を示す)

を多く含み，古くから大島紬，琉球紬などの染色に用い

られてきた。

元禄時代 (1688~1704年〉に琉球久米島から奄美大島

に伝えられたといわれる大島紬は，手工芸的な染色技法

をとり入れた伝統のある民族的絹織物であり，緋文様の

泥染め(車輪梅タンニンで下染めしたのち田泥加工する〉

を特徴としている。車輪梅タンニンによる染色ではアル
じ わ 人

カリ媒体て赤茶色に，銅媒染て檎皮色(赤黄色の濃い茶

色)に，また鉄ーアルカリの併用媒染で紫褐色にそれぞ

れ染め上げられるか，濃色染めては染色の反復操作にと

もなうタンニンの吸収を高めるために通常石灰か用いら

島，台湾，南中国，マレ一半島などの熱帯地方に自生し

ているヤマイモ科Dloscorearhlpogonoldes Ohvの蔓

性値物であり 根塊中にはカテコールタンニン (284nm

付近に極大吸収波長を示す)を多く含み， ミンサー織物

の染色に用いられている。ミンサー織は，手工芸的な染

色法を取り入れた伝統のある民族的綿織物であり，アヤ

ナーカといわれる独特のたて緋文様の紅露(赤茶色)，

木藍(紺色)，福木(黄金色)などの天然色素染めを特

徴としている 7・14，24) 

れる紙 33-36

また，特定の地域の田泥に限定される泥染めは絹織維

にかけりと落着きのある美しい色の調和をもたらす独特

な黒色染めや すぐれた風合いおよひ防しわ性なとを与

えている。従来泥染めは車輪梅中に含まれるタンニン

と土壌中の鉄分の反応によるタンニン酸鉄の形成で説明

されているが実際にはかなり複雑な機構か予測され F

特に気候的条件から期待される土壌微生物群落は，回泥

を安定で，しかも強い還元雰囲気に保持し，鉄分の活性

化をはかるばかりでなく，絹繊維の微細構造内に吸蔵す

ることができる微細な泥の両性コロイト粒子の形成に大

きく関連するものと思われる 3・34)。
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なっている3.ω。

はタンニン抽出後の犬楠の灰汁媒染で赤茶色(鳶色)

に染め上げられる 3，初)。

同様に，久米島紬の染色に用いられる接契は， 北海

道から沖縄に至る日本各地の山野に自生しているユリ科

Smllax China L.， Smllax se beane Mlq uelの多年生

植物であり，根皮中に多くのカテコールタンニン (285

nm付近に極大吸収波長を示す)を含んでいる 31829紛。

このほか 2 栗(ブナ科の落葉高木Castaneucrenata 

Sieb. et ZUCC.の幹材，樹皮，果皮など)，機(ブナ科の

落葉高木Quercusacutissima Carrathの樹皮，果実，

葉など)，コーヒー(アカネ科のコーヒーノキ属植物の
やふにつけい

種実，クロロゲン酸，イソクロロケン酸など)，薮肉桂

(クスノキ科の常緑高木Clnnamonumlourelrii Nees 
ひる ぎ

の根皮，樹皮など)，蛭木(ヒルギ科の常緑高木

Bruguiera conjugata Merr.の樹皮，芯材など)14・24)，
ひんろっ し

横榔子(ヤシ科の常緑高木， Areca catechu しの果実

)2ぺ冬青(ソヨゴ科の常緑高木， Ilex ped unculosaの

樹皮など)などタンニンを含む数多くの植物か染色に応

用されてきた 3.5. 7)。

-108- 生 活 環 境 学

大島紬は，車輪梅タンニンによる染めと田泥による泥

染めとを併用した茶泥大島や天然藍で下染めしたのち，

さらに，車輪梅染めと泥染めとを併用した泥藍大島が中

心になっているが このほか古くから賞用されてきた紺

緋模様の藍大島や多彩な色使いの色大島なども多く生産

され，手織りで丹念に織り続ける伝統か依然、として守ら

れている 3 34)。

また，琉球緋紬の染色には車輪梅のほか琉球藍，福木，

蘇芳，コチニール，梶子果実，穆金F 楊梅， Z友契などの

多くの天然色素が用いられている。琉球緋紬はその緋模

様の美しさだけでなく 軽く しなやかで着くずれもな

く， 虫もつきにくい性質など数々の長所をもっている。

特に， 一見非合理的に思われる天然色素による繰り返し

染色と沖縄の強烈な日光にさらす天日乾燥で得られるす

ぐれた染色堅ろう性は琉球緋紬の大きな特徴のーっと

飯田紬の染色に用いられる胡桃は天童川の流れに沿っ

て山野に自生するクルミ科Pterocaryarhoifolia， 

Juglans sieboldianaの落葉喬木で、あり，果皮，樹皮中

に多量のカテ コールタンニン (255nmI 270nm付近に

極大吸収波長を示す)と少量のナフトキノン系色素のユ

夕、ロン (Juglone)とを含んでいる。胡桃タンニンは鉄

媒染で褐色~黒褐色に また石灰媒染で茶色にそれぞれ

染め上げられる 3，7. 3灼7η〉

また'八丈絹の染色に用いられる犬楠(梼木'まだみ

ともよはれる〉は伊豆八丈島をはじめ関東以南の海岸

地に自生するクスノキ科Machilustunbergiiの常緑高

木であり，樹皮， 心材中に多くのカテコールタンニン

(284nm付近に極大吸収波長を示す)を含み，古代から

黄八丈，鳶八丈の染色に用いられてきた。犬楠タンニン

14. その他色素

微生物の生産する色素は，アントシアン系色素，ピロー

ル系色素，キノン系色素などに分類されるものが多い。

岩茸色素は，イワタケ科Um bilicaria esculentaの

地衣植物に含まれるギロホ ール酸 (gyrophoricacid) 

を主成分とし，羊毛，絹などの赤紫色染めに用いられ

る時〉。
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CH=CHCOO 
Cl13 

gyrophoric acid 

chlorogenic acid 
つめのき ご11

梅樹苔(ウメノキゴケ科Parmeliatinctorumの地

衣植物)，べんがたかぶとごけ(ヨロイゴケ科Labaria

spathulateの地衣植物)，まつげごけ(ウメノ キゴケ科

Parmelia clavuliferaの地衣植物〉 よこわさるおがせ

(サルオガ、セ科Usnea diffractaの地衣植物〉などの色

素も岩茸色素と同様に，媒染で羊毛，絹などが各種の色

に染め上げられる38)。

また， 中国，東南アジア各位で愛飲されている赤い酒

〈紅酒?老酒〉の色素の主成分モナス コルプリン

isochlorogenic acid 

( 14) 
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HO-

?0(Ch)6・α3
CH3 

CH3 

Monascorubrin 

OH 

..OH 

-OH 

ハナキリンアントシアニン系紅色色素

(pyrylium compound) 

(Monascoru brin)は紅麹菌Monascuspurpureusか

生産する赤色色素で，羊毛絹などに対する染着性がよ

く，また，耐光性， pH安定性なども認められている17.mo

また， マダガスカル島原産のハナキリン

(Euphorbia mlllich. des Moulins)の花びらおよび

葉の先端部に存在する紅色色素が繊維の染色にも応用さ

れている。葉の先端部の細胞に含まれる赤色色素(アン

トシアニン系ピリリウム化合物〉は細胞の人工培養によっ

て生産される技術が確立されバイオ色素としての今後

の発展か期待されている紛。

15. おわりに

最近の衣生活は科学技術のめざましい発展によって画

期的な変革がもたらされている。その中にあって消費者

の衣料に対するニーズは特に感性の高いものや品質の良

好なものへと向けられている。

しかし，一方では心のゆとりと人間の英知によって長

い年月をかけて築かれてきた多くの伝統染織は，経済優

先の今日の社会環境の流れの中で各地でその規模を大

幅に縮少している。日本の伝統染織は染色の原点を探

る上で，大切な豊富な内容があるばかりでなく ，物づく

りに対する考え方や手段など、についても学ぶことが多い。
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Summary 

Natural colorlng matters comprise animal， vegetable coloring matters， bacterlal coloring matters 

produced by bacterla as well as mineral colorlng matters. 

N atural coloring matters used in the J apanese traditional dyelng are almost vegetable colorlng 

matters. More than two hundred varietles of colorlng matters have been used. They are contained in roots 

of the hlgher vegetable (rωzα cordifoliα， lithospermum offcinale， tμrmeric)，contained in trunks of trees ii 
(cαesαlpLnLαsαppα九，rαphLolepis umbellαtα， log wood)， contained in bark of trees (myricαrubiαp 

phellodendronαmurense， cαlophylum inopfりIllum)，contained in leaves of trees (polygonum tLnctorLum 

loμr， mLSCαnthus tinctorLus)， contained in flowers (cαrthαmus tLnctorius， saffron) and contained in fruits 

of trees (gardenLαJαsmLnoides， shell of t九μπbergunuts). 

Accordlng to thelr chemical structure， the natural coloring matters are classlfled as follows: lndole 

derivatives， carotinoldes， dlketones， chalkon derivatlves， naphthoquinones， anthraquinones， benzopyrane 

derlvatives， xanthones， flavones， flavonoles， flavanone derlvatlves， anthocyanes and others. On the other 

hand， if classlfied accordlng to the dyelng performance， almost all coloring matters belong to mordant 

dyes， although few coloring matters have the performance of acid dyes， basic dyes and vat dyes. 

The tannin is contalned ln roots， trunks， bark and fruits of many trees such as gallnuts， shell of 

Japanese chestnuts， shell of thu九bergunuts and myrLcαrubrα. The tannin differs in chemical 

constructlon and the amount of contents with the kinds and parts of trees and plants. The tannin has a 

close relatlonship wlth dyelng. In other words， the tannin affects closely mordant， fixing agents， 

hyperchromic effect， depth of color and colorfastness properties. 

( 16) 
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From the view point of a dyelng technology， a VarlOUS dyelng technlques of tradltIonal dyelng uSlng 

natural Colorlng matters cover not only usual dip dyelng and textile printlng， but also a dyeing by 

rubblng or“sμri -some" ln Japanese and dyelng by duphcatlng or CI kαsαηe -some" ln J apanese 

Cbottomlng and tOPPlng)， thus a variety of dyeing effects can be aChleVed 

N atural coloring matters， dlfferent from synthetic dyes of high purity， are characterlzed by natural and 

harmonlzed soft dyeing effect and deep and unique beautlful color thanks to an extremely complex 

chemical structure. On the contrary， natural Colorlng matters are generally consldered to be dlSadvanta-

geous ln colorfastness. Nevertheless， many disadvantages are practlcally overcome by the eXlstence of the 

tannin and by the repeated dyeing. 

Furthermore， the dyeing with natural coloring matters extracted from trees and plants has also 

advantage which not only increase the bulklness of the dyed fabric and glve a unlque handle but also 

provide the dyed fabrics with crease -， ¥NTinkle -and insect-reslstant propert1es Slm ultaneously. 
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